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１　
「
早
稲
田
学
」
設
置
に
至
る
経
緯
　
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
セ
ン
タ
ー
と
略
す
）
で
は
、
二
〇
〇
九
年
度
よ
り
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目
と
し
て
「
早
稲
田
学
」
を
設
置
・
運
営
し
て
き
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
八
年
に
大
学
史
編
集
所
を
引
き
継
ぎ
新
設
さ
れ
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
編
纂
過
程
で
収
集
し
た
資
料
の
整
理
・
保
存
・
公
開
や
大
学
関
係
文
書
の
収
集
・
保
存
な
ど
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
同
時
に
、
創
設
者
大
隈
重
信
を
は
じ
め
と
す
る
学
苑
創
設
関
係
者
の
事
績
や
、
早
稲
田
大
学
の
一
〇
〇
年
を
こ
え
る
歴
史
に
関
す
る
研
究
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
研
究
成
果
の
一
部
は
、『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
な
ど
の
刊
行
物
、
毎
年
二
回
の
企
画
展
示
な
ど
で
広
く
社
会
に
公
開
し
て
き
た
。
　
こ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
よ
り
拡
大
し
、
広
く
研
究
成
果
を
活
用
す
る
こ
と
を
企
図
し
、
吉
田
順
一
所
長
（
当
時
）
を
中
心
に
「
早
稲
田
学
」
の
試
み
と
今
後
の
展
望
檜
皮
瑞
樹
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セ
ン
タ
ー
内
で
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
学
生
向
け
の
講
座
開
設
に
向
け
て
の
議
論
を
重
ね
た
。
二
〇
〇
八
年
秋
に
は
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
科
目
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
正
式
な
申
請
と
認
可
を
経
て
二
〇
〇
九
年
度
よ
り
の
「
早
稲
田
学
」
新
設
が
確
定
し
た
。
　
セ
ン
タ
ー
独
自
の
講
義
科
目
設
置
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
セ
ン
タ
ー
内
で
の
研
究
成
果
を
大
学
教
育
に
還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
全
学
共
通
科
目
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
講
座
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
当
時
策
定
さ
れ
た
設
置
趣
旨
と
講
義
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
設
置
趣
旨
　
早
稲
田
大
学
は
一
八
八
二
年
（
明
治
一
五
）
の
創
立
以
来
、
一
二
五
年
の
歴
史
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
国
立
大
学
・
私
立
大
学
を
含
め
て
も
有
数
の
歴
史
で
あ
る
。
こ
の
間
、
多
く
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
す
と
同
時
に
、
学
問
的
に
も
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
。
そ
の
基
幹
と
な
っ
た
の
は
早
稲
田
大
学
の
理
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
建
学
の
精
神
で
も
あ
る
。
本
講
座
は
、
学
生
に
早
稲
田
大
学
の
理
念
を
伝
え
る
と
同
時
に
、
日
本
の
近
現
代
史
に
早
稲
田
大
学
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
考
え
る
契
機
と
す
る
。
本
講
座
を
通
じ
て
、
学
生
は
母
校
が
社
会
に
果
た
し
て
き
た
役
割
や
早
大
生
で
あ
る
こ
と
の
意
義
、
さ
ら
に
は
大
学
と
社
会
と
の
宿
命
的
関
係
や
「
学
」
の
独
立
と
そ
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
講
義
概
要
　
本
講
座
で
は
、
前
期
と
後
期
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
テ
ー
マ
を
立
て
る
。
前
期
は
「
学
祖
大
隈
重
信
」、
後
期
は
「
早
稲
田
一
二
五
年
の
歴
史
」
で
あ
る
。
前
期
は
、
早
稲
田
大
学
の
創
設
者
で
あ
り
、
日
本
近
代
史
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
政
治
家
で
も
あ
る
大
隈
重
信
に
関
す
る
講
義
で
あ
る
。
大
隈
重
信
の
生
涯
を
紹
介
し
な
が
ら
、
彼
の
生
涯
を
通
し
た
政
治
理
念
や
教
育
活
動
に
関
す
る
講
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義
を
行
う
。
な
ぜ
な
ら
、
大
隈
の
思
想
と
は
早
稲
田
大
学
の
建
学
の
精
神
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
期
は
早
稲
田
大
学
の
一
二
五
年
に
わ
た
る
歴
史
を
紹
介
す
る
。
特
に
、
大
学
と
社
会
・
時
代
状
況
と
の
関
わ
り
や
、
学
生
生
活
に
焦
点
を
あ
て
た
講
義
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
　
ま
た
、
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
期
を
創
設
者
大
隈
重
信
の
生
涯
、
後
期
を
東
京
専
門
学
校
か
ら
早
稲
田
大
学
の
歴
史
と
し
た
。
参
考
ま
で
に
、
二
〇
一
一
年
度
の
シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
さ
れ
た
講
義
計
画
を
挙
げ
て
お
く１
。
2011年度前期　講義計画
回　　数 内　　　　　　容
第１回（５／９）［第１回］ガイダンス・総論
第２回（５／16）［第２回］佐賀藩における大隈重信
第３回（５／23）［第３回］明治維新と大隈重信
第４回（５／30）［第４回］明治新政府の中の大隈重信（1）
第５回（６／６）［第５回］明治新政府の中の大隈重信（2）
第６回（６／13）［第６回］明治十四年の政変と下野
第７回（６／20）［第７回］立憲改進党の結成・東京専門学校の開校
第８回（６／27）［第８回］大隈条約改正交渉と遭難事件
第９回（７／４）［第９回］第一次大隈内閣の成立
第10回（７／11）［第10回］第二次大隈内閣の成立と対外政策
第11回（７／18）［第11回］文明運動の推進
第12回（７／25）［第12回］「大隈重信」像の形成
第13回（８／１）［第13回］講義成果の確認
2011年度後期　講義計画
回　　数 内　　　　　　容
第１回（９／26）［第１回］ガイダンス・総論
第２回（10／３）［第２回］大隈重信と早稲田
第３回（10／10）［第３回］東京専門学校の創立と小野梓
第４回（10／17）［第４回］東京専門学校時代（1）─相次ぐ外圧
第５回（10／24）［第５回］東京専門学校時代（2）─校勢の進展
第６回（10／31）［第６回］早稲田大学の成立
第７回（11／７）［第７回］明治期早稲田の学生生活と気風
第８回（11／14）［第８回］早稲田大学の発展
第９回（11／21）［第９回］大正デモクラシー期の早稲田
第10回（11／28）［第10回］学生と戦争
第11回（12／５）［第11回］女子学生の誕生
第12回（12／12）［第12回］新制早稲田大学の成立とその意義
第13回（12／19）［第13回］新制早稲田大学（1）─高度経済成長期
第14回（１／16）［第14回］新制早稲田大学（2）─大学間競争時代
第15回（１／23）［第15回］講義成果の確認
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２　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
　
早
稲
田
学
開
講
か
ら
二
年
半
が
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
　
本
講
義
の
特
色
の
ひ
と
つ
が
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
共
通
科
目
と
い
う
点
で
あ
る
。
履
修
学
生
は
、
ほ
ぼ
全
学
部
に
わ
た
っ
て
お
り
、
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
大
き
な
偏
り
は
な
い
。
し
か
し
、
多
様
な
受
講
者
と
い
う
点
は
、
受
講
者
の
基
礎
的
知
識
の
ば
ら
つ
き
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
本
講
義
は
、
大
隈
重
信
や
早
稲
田
大
学
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
講
義
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
ト
リ
ビ
ア
」
的
内
容
が
目
的
で
は
な
い
。
前
期
「
創
設
者
大
隈
重
信
」
は
、
日
本
の
近
代
化
、
近
代
日
本
政
治
史
に
お
け
る
大
隈
重
信
の
活
動
と
思
想
の
意
味
を
、
後
期
「
近
代
史
の
な
か
の
早
稲
田
大
学
」
は
、
東
京
専
門
学
校
か
ら
早
稲
田
大
学
へ
の
歴
史
過
程
を
近
代
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
の
歩
み
や
、
政
治
・
学
問
・
学
生
の
相
互
関
係
の
歴
史
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
講
義
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
日
本
近
代
政
治
外
交
史
、
教
育
史
（
高
等
教
育
史
）、
社
会
史
な
ど
の
幅
広
い
基
礎
的
知
識
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
受
講
生
の
全
て
が
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
試
験
回
答
の
な
か
に
は
立
憲
改
進
党
と
自
由
党
と
の
混
同
（
大
隈
が
自
由
党
を
結
成
し
た
）
や
、
条
約
改
正
交
渉
と
対
華
二
一
カ
条
要
求
と
の
混
乱
（
大
隈
外
相
時
代
の
業
績
と
第
二
次
大
隈
内
閣
と
の
混
同
）
な
ど
、
日
本
近
代
史
に
関
す
る
基
礎
的
事
実
の
理
解
不
足
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
大
隈
重
信
や
早
稲
田
大
学
の
歩
み
と
並
行
し
て
、
日
本
近
代
史
全
般
に
関
わ
る
基
礎
的
な
講
義
が
必
要
と
な
る
。
日
本
近
代
史
の
流
れ
を
整
理
し
た
う
え
で
、
大
隈
重
信
や
早
稲
田
大
学
の
歴
史
が
、
日
本
近
代
史
全
般
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
大
隈
や
早
稲
田
と
い
う
視
点
か
ら
日
本
近
代
史
を
再
検
証
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
　
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、「
自
校
史
を
学
ぶ
意
義
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
近
年
各
大
学
で
開
講
さ
れ
て
い
る
自
校
史
教
育
は
、
そ
の
意
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味
・
目
的
に
つ
い
て
定
ま
っ
た
見
解
を
持
た
な
い
状
態
で
あ
る
。
本
講
義
で
は
、
自
ら
が
所
属
し
日
々
学
ぶ
「
場
」「
空
間
」
の
歴
史
性
に
つ
い
て
理
解
し
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を
考
え
る
、
と
い
う
目
的
を
そ
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
て
い
る
。「
自
校
史
を
学
ぶ
」
と
い
う
行
為
は
、
何
も
所
属
す
る
大
学
、
あ
る
い
は
大
学
生
で
あ
る
こ
と
に
「
誇
り
」
を
持
つ
こ
と
の
み
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
単
な
る
愛
校
心
の
強
要
で
し
か
な
く
、「
プ
チ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
揶
揄
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
。
受
講
者
に
も
、「
早
稲
田
に
誇
り
を
も
つ
か
ど
う
か
は
個
人
の
問
題
で
あ
り
、
そ
う
で
は
な
く
自
分
達
が
学
ぶ
『
空
間
』
の
歴
史
性
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
校
史
と
は
大
学
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
現
在
の
早
稲
田
の
自
己
定
義
と
も
密
接
に
関
係
す
る
。
そ
の
た
め
、
単
な
る
歴
史
の
賛
美
や
自
己
満
足
に
陥
る
危
険
性
を
常
に
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
自
校
史
教
育
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
創
設
者
や
大
学
の
礼
賛
に
と
ど
ま
ら
な
い
、「
自
立
」
し
た
学
問
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
注（
１
）　
二
〇
一
一
年
度
前
期
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
講
義
回
数
が
一
三
回
と
変
更
と
な
っ
た
。
掲
載
し
た
講
義
計
画
は
変
更
後
の
内
容
。
